
������

■
日
時
　
10
月
16
日（
土
）13
時
〜
15
時�

■
場
所
　
対
馬
市
交
流
セ
ン
タ
ー
４
Ｆ�

　
　
　
　
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
視
聴
覚
室�

■
内
容�

　
上
映
会
、
市
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

　
に
よ
る
人
形
劇
、
エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
、

　
紙
芝
居
、
読
み
き
か
せ
、
な
ど
楽
し
い
内

　
容
を
準
備
し
て
お
り
ま
す
。
み
な
さ
ん
揃

　
っ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。�

【
問
い
合
わ
せ
】�

　
つ
し
ま
図
書
館�

　
☎
０
９
２
０（
５
２
）３
９
０
０�

����

　
平
成
22
年
９
月
１
日
か
ら
長
崎
県
が
管
理

す
る
港
湾
区
域
等
内
・
漁
港
区
域
に
お
い
て
、

船
舶
・
自
動
車
・
廃
棄
物
等
を
捨
て
、
又
は

放
置
す
る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
ま
す
。�

　
こ
れ
に
違
反
し
た
者
は
、
港
湾
法
第
六
十

一
条
第
二
項
に
よ
り
「
１
年
以
下
の
懲
役
又�

は
50
万
円
以
下
の
罰
金
」
、
漁
港
漁
場
整
備

法
第
四
十
六
条
第
一
項
に
よ
り
「
30
万
円
以

下
の
罰
金
」
に
処
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。�

　
詳
し
い
禁
止
区
域
や
禁
止
物
件
に
つ
い
て

は
対
馬
振
興
局
建
設
部
管
理
課
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。�

【
問
い
合
わ
せ
】�

　
対
馬
振
興
局
建
設
部
管
理
課�

　
☎
０
９
２
０（
５
２
）１
３
１
１�

���

■
日
時
　
９
月
30
日（
木
）　
９
時
〜
15
時�

■
開
催
場
所
　
対
馬
市
交
流
セ
ン
タ
ー�

■
相
談
員
　
大
島
正
久�

■
料
金
　
無
料�

【
問
い
合
わ
せ
】�

　
総
務
部
総
務
課
（
双
須
）�

　
☎
０
９
２
０（
５
３
）６
１
１
１�

���

　
法
は
、
個
人
と
個
人
と
の
自
由
の
調
和
を

図
り
、
安
定
し
た
社
会
生
活
を
送
れ
る
よ
う

に
す
る
役
割
を
果
た
し
、
一
方
で
、
国
に
対

し
、
法
に
従
っ
て
権
限
を
行
使
す
る
よ
う
に

命
じ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
国
に
よ
る
権
限
行�

使
が
適
正
な
内
容
と
手
続
の
下
で
行
わ
れ
る

よ
う
に
す
る
こ
と
で
、
国
民
の
権
利
を
守
る

と
い
う
役
割
も
果
た
し
て
い
ま
す
。�

　
10
月
１
日
か
ら
の
１
週
間
を
「
法
の
日
」

週
間
と
し
、
毎
年
、
全
国
各
地
で
各
種
の
行

事
を
実
施
し
て
い
ま
す
。�

　
各
地
の
催
し
に
つ
い
て
は
、
裁
判
所
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト（h

ttp
://w
w
w
.co
u
rts.g

o
.jp
/

）

で
紹
介
し
て
い
ま
す
。�

����

　
上
県
総
合
運
動
公
園
温
水
プ
ー
ル
用
チ
ケ

ッ
ト
の
払
戻
し
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
チ
ケ

ッ
ト
を
お
持
ち
の
方
は
各
地
区
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
で
払
戻
請
求
を
し
て
く
だ
さ
い
。�

■
必
要
書
類
等�

　
温
水
プ
ー
ル
用
チ
ケ
ッ
ト�

　
振
り
込
み
口
座
番
号
が
確
認
で
き
る
物�

　
印
鑑�

※
払
戻
請
求
書
は
各
地
区
生
涯
学
習
セ
ン
タ

　
ー
に
あ
り
ま
す
。�

【
問
い
合
わ
せ
】�

　
上
県
地
区
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
（
佐
護
）�

　
☎
０
９
２
０（
８
４
）２
５
７
６�

��

���

《
前
夜
祭
》�

■
日
時
　
10
月
16
日（
土
）�

　
　
　
　
16
時
30
分
〜
18
時
30
分�

　
　
　
　
（
開
場
16
時
）
※
入
場
券
が
必
要�

■
場
所
　
対
馬
市
交
流
セ
ン
タ
ー�

■
実
施
内
容
　
音
楽
演
奏
・
太
鼓
演
奏
な
ど�

《
30
周
年
記
念
行
事
》�

■
日
時
　
10
月
17
日
（
日
）�

　
　
　
　
９
時
30
分
〜
15
時�

■
場
所�

　
対
馬
駐
屯
地
・
対
馬
訓
練
場
及
び
厳
原
郵

　
便
局
前
〜
八
幡
宮
神
社
前�

■
実
施
内
容�

　
格
闘
・
模
擬
戦
闘
訓
練
展
示
・
戦
闘
車
両

　
体
験
試
乗
な
ど�

【
問
い
合
わ
せ
】�

　
陸
上
自
衛
隊
対
馬
駐
屯
地
広
報
班�

　
☎
０
９
２
０（
５
２
）０
７
９
１�

　
　
　
　
（
内
線
２
１
３
・
２
１
６
）�

 
 �

��

　（
財
）日
本
遺
族
会
は
、
「
戦
没
者
遺
児
に

よ
る
慰
霊
友
好
親
善
事
業
」
の
参
加
者
を
募

集
し
て
い
ま
す
。�

I
n
f
o
r
m
a
t
io
n

f
r
o
m
T
S
U
S
H
I
M
A
C
I
T
Y

▼
▼
▼
対
馬
市
か
ら
の
お
知
ら
せ
や
、募
集
な
ど
の
情
報
を
お
届
け
し
ま
す
。（
詳
し
く
は
掲
載
さ
れ
て
い
る
お
問
い
合
わ
せ
先
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
）�

交
通
事
故
巡
回
相
談�

10
月
１
日
は「
法
の
日
」で
す�

戦
没
者
遺
児
の
皆
さ
ん
へ�

お
知
ら
せ�

港
湾
・
漁
港
に
お
け
る
放
置
等�

禁
止
区
域
指
定
の
お
知
ら
せ�

温
水
プ
ー
ル
用
チ
ケ
ッ
ト�

払
戻
し
に
関
す
る
お
知
ら
せ�

対
馬
駐
屯
地�

　
　
創
立
30
周
年
記
念
行
事�

222010. 9

対
馬
市
立
つ
し
ま
図
書
館�

　
　
　
　

４
周
年
イ
ベ
ン
ト�



　
同
事
業
は
、
厚
生
労
働
省
か
ら
委
託
・
補

助
を
受
け
実
施
し
て
お
り
、
先
の
大
戦
で
父

等
を
亡
く
し
た
戦
没
者
の
遺
児
を
対
象
と
し

て
、
戦
没
し
た
旧
戦
域
を
訪
れ
、
慰
霊
追
悼

を
行
う
と
と
も
に
、
同
地
域
の
住
民
と
友
好

親
善
を
は
か
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。�

　
ま
た
、
本
年
度
は
事
業
実
施
20
周
年
事
業

と
し
て
「
洋
上
慰
霊
」
を
実
施
し
ま
す
。�

■
参
加
費
　
８
万
円�

【
問
い
合
わ
せ
】�

　（
財
）日
本
遺
族
会
事
業
課
事
業
係�

　
☎
０
３（
３
２
６
１
）５
５
２
１�

　
　
　
　
　
　
（
内
線
３
６
５
６
〜
８
）�

��������

■
募
集
部
門�

　
洋
画
、
日
本
画
、
書
道
、
デ
ザ
イ
ン
、
彫

　
塑
工
芸
、
写
真�

■
出
品
資
格�

　
対
馬
市
内
居
住
者
で
、
高
校
生
（
ま
た
は

　
16
歳
）
以
上
の
方�

■
出
品
点
数
等�

　
各
部
門
に
１
人
２
点
ま
で
と
す
る
（
１
人

　
最
高
12
点
ま
で
）
自
作
未
発
表
（
対
馬
市

　
内
で
未
発
表
）
の
も
の
に
限
る�

■
出
品
料�

　
１
出
品
者
当
た
り
　
５
０
０
円�

　
　
　
　
　
　
　
　
（
高
校
生
は
不
要
）�

■
申
込
み
受
付
期
間�

　
11
月
15
日（
月
）〜
12
月
15
日（
水
）�

■
作
品
搬
入
期
間�

　
平
成
23
年
１
月
18
日（
火
）〜
20
日（
木
）�

■
出
品
申
込
先�

　
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
お
よ
び�

　
各
地
区
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー�

■
展
示
期
間
お
よ
び
場
所�

　
〈
前
期
〉
上
対
馬
総
合
セ
ン
タ
ー�

　
　
平
成
23
年
１
月
26
日（
水
）〜
30
日（
日
）�

　
〈
後
期
〉
対
馬
市
交
流
セ
ン
タ
ー�

　
　
平
成
23
年
２
月
２
日（
水
）〜
６
日（
日
）�

【
問
い
合
わ
せ
】�

　
対
馬
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課�

　
☎
０
９
２
０（
８
６
）３
７
２
７�

����

《
初
級
》�

■
対
象
　
韓
国
語
の
文
字
が
読
め
て
、
日
常

　
会
話
を
覚
え
て
み
た
い
方�

■
日
時
　
10
月
26
日（
火
）〜
２
月
８
日（
火
）�

　
　
　
　
毎
週
火
曜
日�

　
　
　
〈
朝
の
部
〉
10
時
30
分
〜
12
時�

　
　
　
〈
夜
の
部
〉
19
時
30
分
〜
21
時�

■
回
数
　
全
12
回�

■
内
容
　
簡
単
な
日
常
会
話�

■
場
所
　
対
馬
市
交
流
セ
ン
タ
ー�

■
料
金
　
無
料�

■
テ
キ
ス
ト
　
講
師
の
手
作
り�

■
定
員
　
30
名�

■
講
師
　
対
馬
市
国
際
交
流
員
　
成
　
修
眞�

《
中
級
》�

■
対
象
　
日
常
会
話
が
少
し
で
き
て
、
も
っ

　
と
高
い
レ
ベ
ル
に
進
み
た
い
方�

■
日
時
　
11
月
４
日（
木
）〜
２
月
17
日（
木
）�

　
　
　
　
毎
週
木
曜
日�

　
　
　
〈
朝
の
部
〉
10
時
30
分
〜
12
時�

　
　
　
〈
夜
の
部
〉
19
時
30
分
〜
21
時�

■
回
数
　
全
12
回�

■
内
容
　
中
級
レ
ベ
ル
の
会
話�

■
場
所
　
対
馬
市
交
流
セ
ン
タ
ー�

■
料
金
　
無
料�

■
テ
キ
ス
ト
　
講
師
の
手
作
り�

■
定
員
　
30
名�

■
講
師
　
対
馬
市
国
際
交
流
員
　
成
　
修
眞�

■
申
込
締
切
　
10
月
７
日（
木
）�

【
問
い
合
わ
せ
】（
申
込
先
）�

　
観
光
物
産
推
進
本
部�

　
☎
０
９
２
０（
５
３
）６
１
１
１�

　
　
　
　
　
　
（
内
線
１
０
２
・
１
０
５
）�

����

《
初
級
》�

■
対
象
　
韓
国
語
の
文
字
が
読
め
て
、
日
常

　
会
話
を
覚
え
て
み
た
い
方�

■
日
時
　
10
月
12
日（
火
）〜
１
月
25
日（
火
）�

　
　
　
　
毎
週
火
曜
日�

　
　
　
〈
朝
の
部
〉
10
時
〜
11
時
30
分�

　
　
　
〈
夜
の
部
〉
19
時
30
分
〜
21
時�

■
回
数
　
全
12
回�

■
内
容
　
簡
単
な
日
常
会
話�

■
場
所
　
上
対
馬
総
合
セ
ン
タ
ー�

■
料
金
　
無
料�

■
テ
キ
ス
ト
　
講
師
の
手
作
り�

■
定
員
　
20
名�

■
講
師
　
対
馬
市
国
際
交
流
員
　

　
順
禮�

■
申
込
締
切
　
10
月
７
日（
木
）�

【
問
い
合
わ
せ
】（
申
込
先
）�

　
上
対
馬
観
光
物
産
事
務
所�

　
☎
０
９
２
０（
８
６
）４
８
３
９�

23 広報つしま

第
７
回
対
馬
市
民
美
術
展
を�

　
　
　
　
　

開
催
し
ま
す
!!
�

長崎県の消費生活センターが�
　　　　　　あなたのまちに!!

９月24日～30日は�結核予防週間�

長崎県対馬保健所　　　☎0920（52）0166
福祉保健部健康保健課　☎0920（58）1116

募
　
集�

　結核は、結核菌の空気感染により引き起こされる感染症で、対馬で
も毎年約10名の方が発病しています。長崎県は全国で３番目に結核が
多く、患者数は減少傾向にあるものの引き続き注意が必要です。�
　ただし、早期に発見し、きちんとした治療を行えば、殆どの結核は
他人に感染させることなく、治癒できる病気です。必ず、年に１度の
健診を受診するとともに、「咳・痰・発熱・倦怠感・胸痛」等の症状
が長引く場合には、近くの医療機関を受診し、早期発見・早期治療に
努めてください。�
　また、小児の結核予防にはＢＣＧ接種が効果的です。生後６ヶ月ま
での早い時期にＢＣＧ接種が終了するよう努めてください。�

楽
し
い
韓
国
語
講
座�

　
　
　
　
　
　（
厳
原
開
催
）�

楽
し
い
韓
国
語
講
座�

　
　
　
　
　（
上
対
馬
開
催
）�

ソ
ン
　
　
　 

ス
　
ジ
ン�

ソ
ン
　
　
　 

ス
　
ジ
ン�

チ
ョ
　
　
　
ス
ン
　
レ�

長崎県消費生活センターの消費生活相談員が、あなたの�
まちで消費者トラブルの相談にお応えします。�

■問い合わせ�
　観光物産推進本部　　　　☎0920（53）6111�
　長崎県消費生活センター　☎095（895）2320

■日時　9月27日（月）10時30分～15時�
■場所　峰地区公民館�
■申込　観光物産推進本部�

※9月22日（水）までに「観光物産推進本部」へお電話で�
　お申し込みください。�



��
■
講
師
　
杉
本
宗
朝
　
先
生�

■
日
時
　
11
月
〜
12
月
の
土
曜
日�

　
　
　
　
19
時
〜
21
時�

■
回
数
　
全
８
回�

■
場
所
　
対
馬
市
交
流
セ
ン
タ
ー�

　
　
　
　
（
３
階
　
茶
室
・
和
室
）�

■
対
象
者
　
10
歳
〜
70
歳�

　
　
　
　
（
女
性
・
男
性
不
問
）�

■
定
員
　
20
名�

■
そ
の
他
　
受
講
料
無
料
・
準
備
品
等
不
要�

■
申
込
期
限
　
10
月
15
日（
金
）�

【
問
い
合
わ
せ
】（
申
込
先
）�

　
厳
原
地
区
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー�

　
☎
０
９
２
０（
５
２
）０
３
６
３�

����

《
第
１
回
》�

■
日
時
　
９
月
17
日（
金
）19
時
30
分
〜�

■
場
所
　
峰
地
区
公
民
館�

■
テ
ー
マ�

　
「
生
活
習
慣
病
の
予
防
に
つ
い
て
」�

■
講
師�

　
長
崎
国
際
大
学
教
授
　
柴
田
哲
雄�

《
第
２
回
》�

■
日
時
　
10
月
19
日（
火
）19
時
30
分
〜�

■
場
所
　
上
県
地
区
公
民
館�

■
テ
ー
マ�

　
「
家
庭
教
育
の
あ
り
方�

　
　
　
　
　
　
〜
共
感
す
る
喜
び
〜
」�

■
講
師�

　
長
崎
大
学
名
誉
教
授
　
村
田
義
幸�

《
第
３
回
》�

■
日
時
　
11
月
25
日（
木
）19
時
30
分
〜�

■
場
所
　
上
対
馬
総
合
セ
ン
タ
ー�

■
テ
ー
マ�

　
「
郷
土
の
歴
史
を
学
ぶ
」�

　
　
　
〜
朝
鮮
通
信
使
が
見
た
上
対
馬
〜�

■
講
師�

　
対
馬
市
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
齋
藤
弘
征�

■
参
加
費
　
無
料�

【
問
い
合
わ
せ
】�

　
対
馬
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課�

　
☎
０
９
２
０（
８
６
）３
７
２
７�

����

　
優
秀
な
船
舶
運
航
技
術
者
の
育
成
を
目
的
と

し
、
海
と
船
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
学
ん
で
い
ま
す
。�

■
日
程
　
口
之
津
校
　
９
月
18
日
（
土
）�

　
　
　
　
唐
津
校
　
　
10
月
16
日
（
土
）�

■
入
学
願
書
受
付�

　
平
成
23
年
１
月
７
日（
金
）開
始�

■
入
学
試
験
日�

　
推
薦
入
学
　
平
成
23
年
１
月
22
日（
土
）�

　
一
般
入
試
　
平
成
23
年
２
月
13
日（
日
）�

【
問
い
合
わ
せ
】�

　
国
立
口
之
津
海
上
技
術
学
校�

　
☎
０
９
５
７（
８
６
）２
１
５
２�

　
国
立
唐
津
海
上
技
術
学
校�

　
☎
０
９
５
５（
７
２
）８
２
６
８�

����

　
四
季
折
々
の
自
然
の
美
し
さ
を
楽
し
ん
で

い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
国
有
林
で
あ
る
「
有

明
山
」
を
「
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
森
」
に�

設
定
し
て
い
ま
す
。�

　
環
境
美
化
活
動
や
森
林
づ
く
り
活
動
、
自

然
解
説
板
整
備
な
ど
の
活
動
を
一
緒
に
行
っ

て
い
た
だ
け
る
企
業
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
団
体
な
ど
の
サ
ポ
ー
タ
ー
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
協
議
会
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。�

【
問
い
合
わ
せ
】�

　
有
明
山
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
森
管
理
運

　
営
協
議
会
（
対
馬
市
観
光
物
産
推
進
本
部
内
）�

　
☎
０
９
２
０（
５
３
）６
１
１
１�

公
民
館
講
座
　
茶
道
講
座�

「
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
森
」�

　
　
　
　
　サ
ポ
ー
タ
ー
募
集�
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体
験
入
学
に�

　
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？�

生
涯
学
習
講
座�

認知症講演会のお知らせ�
　認知症への正しい知識をもち、認知症の人や家族を地域で支えていくために
はどうしたらよいかを地域のみんなで考えていくことを目的として、一般市民
を対象とした認知症講演会を開催します。�

家出少年の発見にご協力を�家出少年の発見にご協力を�
　夏休み明けの時期は、夏休みの解放感から家出
をする少年が増えます。家出少年は出会い系サイ
トやコミュニティサイト等を利用し、性犯罪被害
に遭うケースが少なくありません。家出少年を早
期に発見し、悪質な犯罪から守りましょう。�
　また、子どもが家に帰らない場合は、すぐに最
寄りの警察署（交番・駐在所）に届け出てくださ
い。�

■日　時　10月1日（金）18時50分～20時30分�
■場　所　対馬市交流センター３階�
■テーマ　「認知症を学び地域で支えましょう（仮題）」�
■講　師　出口病院・認知症疾患センター　作業療法士　宮川由香先生�

■問い合わせ　対馬地域リハビリテーション広域支援センター�
　　　　　　　長崎県対馬いづはら病院リハビリテーション科内�
　　　　　　　☎0920（52）1916（担当：阿比留博次）�

～子どもの変化の見極め～

声かけが、子どもを犯罪被害から守る第一歩です�

●学校や友達のことを話したがらない�
●子どもの生活に不透明な部分が増えてくる�
●ひどく反抗したり、言葉が荒くなる�

参加費�

無料！�

※当日参加も可能ですが、参加人数把握のために事前にお申し込みください。�

少年相談電話
「ヤングテレホン」0120‐786714

９時～17時45分（平日のみ）�

初期的�
状況�

●帰宅時間が遅くなる�
●服装髪型に変化が表れる�
●「吐く息」や衣服にタバコの臭いがする�

問題�
行動�

●明らかに飲酒や喫煙をしている�
●怠学が多くなる�
●家出・無断外泊を繰り返す�

不良�
行為�

少年の問題行動や被害についての相談電話�
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